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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙3400円/日曜版800円）

マツダの防府工場（山口県防府市）を「派遣切り」され

たユニオン山口の１５人が正社員化などを求めたマツダ

訴訟で、山口地裁は３月１３日、１３人について正社員

としての地位を認める画期的な判決を出しました。

派遣には最大３年という期間制限があります。

マツダは３年を迎える派遣労働者を３カ月と１日

だけ「サポート社員」として直接雇用し、その後

また派遣にもどしていました。判決はこの実態か

ら期間制限に違反すると、サポート社員を経験し

た１３人の派遣を違法としました。さらに判決は

派遣会社との雇用契約を無効にする「特段の事情」

があり、１３人とマツダとの間に暗黙の労働契約

の成立を認め、マツダの雇用責任を認定しました。

違法派遣でもそれだけでは雇用関係を認めない

とした09年の最高裁判決を乗り越えた判決です。

。

日本共産党は２００９年に国会
でマツダの「サポート社員」の実
態を示し、「派遣切り」を追及。

政府の「規制改革会議」は、正社員を派

遣に置き換えることはしてはならないとす

る「常用代替防止」の考え方を見直すと打

ち出しました。派遣労働を正規雇用と並ん

で基幹的な雇用形態の一つに位置付けよう

とするものです。不安定で無権利な雇用が

横行する社会を招くことになります。

今年2月に発表した「賃上げ・雇用アピー
ル」では、労働者派遣法の抜本改正をはじめ非
正規から正社員への流れをつくり、賃上げを促
進して景気回復をする政策を提案しています。
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